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防災・減災対策調査特別委員会記録 

 

日 令和５年６月20日（火） （第２回定例会） 

時 

 

休    憩 

午前９時59分 開議 （  な    し  ） 午前10時49分 散会 

場  所 第２委員会室 

出席委員 段 木 和 彦 植 草   毅 茂 呂 一 弘 須 藤 博 文 

 大 平 真 弘 桜 井 秀 夫 岩 井 雅 夫 佐々木 友 樹 

 宇留間 又衛門 三 瓶 輝 枝 野 本 信 正  

欠席委員 な  し 

担当書記 田 野 仁 志 岡 田 昌 樹   

説 明 員 総務局 

危機管理監 相楽 俊洋 危機管理部長 國方 俊治 

危機管理課長 中野 保 緊急対策室長 櫛引 敏幸 

防災対策課長 田中 剛志 総括主幹 西村 孝誠 
 

調査案件 防災・減災対策を見据えた本市の現状と諸問題について（概要説明） 

協議案件 今期の委員会の進め方及び調査項目に関する協議 

そ の 他 委員席の指定 

委員会視察について 

次回開催日について 

            委 員 長    段 木 和 彦 
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午前９時59分開議 

 

○委員長（段木和彦君） おはようございます。 

 ただいまから防災・減災対策調査特別委員会を開きます。 

 

委員席の指定 

○委員長（段木和彦君） 委員席につきましては、ただいまお座りの席を指定したいと思いま

すので、御了承願います。 

 傍聴の皆様に申し上げます。委員会傍聴に当たっては、委員会傍聴証に記載の注意事項を遵

守いただきますようお願いいたします。 

 それでは、本日の進め方でございますが、正副互選後初めての委員会となりますので、お手

元に配付の進め方のとおり、初めに防災・減災対策を見据えた本市の現状と諸問題について、

当局から概要説明を聴取した後、今期の委員会の進め方等について御協議いただきたいと存じ

ます。その後、委員会視察、次回の委員会開催日等について、順次、御協議いただきたいと存

じますので、よろしくお願いいたします。 

 

職員紹介 

○委員長（段木和彦君） それでは、初めに、局部課長等の職員紹介をお願いいたします。危

機管理監。 

○危機管理監 （自己紹介及び危機管理部長、総括主幹以上の職員紹介） 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございました。 

 

防災・減災対策を見据えた本市の現状と諸問題について 

○委員長（段木和彦君） それでは、調査に入りたいと存じますが、本委員会は激甚化、頻発

化する豪雨や、首都直下地震などの自然災害へ的確に対応していくための防災・減災対策につ

いて調査することを目的に設置された委員会であります。 

 そこで、正副互選後初となる本日の委員会では、まず防災・減災対策を見据えた本市の現状

と諸問題について、当局より概要説明を受け、その後、説明の内容を踏まえ、当委員会として

重点的に取り組むべき項目について、御協議いただきたいと存じます。 

 なお、本日は概要説明を受ける機会とさせていただき、詳細な調査等は後日改めて行うこと

といたしますので、説明に対する当局への御質疑等は御遠慮いただきますようお願いいたしま

す。 

 それでは、防災・減災対策を見据えた本市の現状と諸問題について、当局より説明をお願い

いたします。危機管理監。 

○危機管理監 それでは、これまでの本市の被災経験からの対応、それから課題、今後の取組

などにつきまして、所管部長の危機管理部長から御説明させていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○委員長（段木和彦君） お願いします。危機管理部長。 

○危機管理部長 危機管理部でございます。よろしくお願いいたします。 
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 防災・減災対策を見据えた本市の現状と諸問題につきまして、概要を説明させていただきま

す。着座にて説明させていただきます。 

説明はお手元の資料に基づき進めさせていただきます。 

 資料は全15ページになっております。これまでの取組と全体を振り返るとともに、今後の対

策につきましても御説明させていただきます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 本日、御説明する項目でございます。（１）から（９）まで順に進めてまいります。 

 ３ページをお開きください。 

 （１）本市がこれまでに経験した地震被害でございます。 

 平成23年３月11日14時46分、東日本大震災が発生いたしました。この地震による市内最大震

度は５強を観測し、15時30分には東京湾内湾に津波警報が発表されました。 

 市内の被害状況でございますが、人的被害は重症３人、中等症４人、軽症10人となっており、

幸いにも人命に関わる被害はございませんでしたが、液状化現象等により、美浜区を中心に家

屋や公共施設などに甚大な被害があり、停電やガスの供給停止、水道の断水や減水などライフ

ラインの復旧に時間がかかりました。 

 当時、市役所庁舎においても、庁舎内にいる職員全員が市民駐車場に避難するという行動を

取りました。この間、一旦業務を止めざるを得なかったという状況がありました。 

 ページ内の写真は、美浜区稲毛海岸の様子で、液状化により電柱が傾いていることが分かり

ます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 地震被害を踏まえた取組と防災対策の推進でございます。 

 まず、囲みの上段ですが、東日本大震災を受けまして、市議会の防災・危機対策調査特別委

員会で御調査いただき、平成24年３月に防災意識の普及啓発や避難所運営、液状化対策などに

ついて御提言いただきました。 

 さらに、下の囲みでございますが、大都市制度・防災危機対策調査特別委員会におきまして

も、平成26年５月に危機管理センターの整備や液状化対策、首都直下地震への対応などについ

て、御提言いただいたところでございます。 

 市役所自体が被災することで、行政機能が低下する状況も想定され、本市が自らの責務を果

たしていくためには、行政機能の継続性確保に向けて、大切な対応が急務であることから、危

機管理センターの設置検討が進められることになりました。 

 ５ページをお願いいたします。 

 これまでに経験した風水害被害でございます。 

 初めに、令和元年房総半島台風です。この年の９月９日の記録的な猛烈な風により、多くの

住宅での屋根の破損や倒木などが発生いたしました。暑さが続く中での停電の長期化や通信障

害で、市民生活や産業活動など多方面に被害が生じました。 

 次に、10月12日の令和元年東日本台風ですが、令和元年房総半島台風による被害の復旧が終

了していない中での被災となりました。台風最接近前には避難所を開設し、避難準備情報の発

令により、市内の避難者数は2,106人と過去最大の避難者数となりました。 

 次に、令和元年10月25日の大雨では、台風第21号に伴う前線の影響で、緑区を中心に記録的
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な大雨が降ったことから、河川の氾濫、内水氾濫が発生し、家屋の浸水等、多くの被害が発生

するとともに、崖崩れにより３名の尊い命が奪われる大きな被害となりました。 

 ６ページをお願いいたします。 

 風水害被害の課題、問題点についてです。 

 令和元年に立て続けに発生いたしました風水害被害における課題や教訓を今後の防災対策に

生かすため、町内自治会長や自主防災組織の代表者といった、地域の防災に寄与する市民の方

及び市職員を対象にアンケートを行い、災害対応の振り返りを行いました。 

 この中で、市民アンケートでは、迅速かつ正確な情報発信、避難所開設や環境向上、停電対

策の強化など、千葉市に望むこととして御意見をいただきました。 

 また、市職員へのアンケート調査では、職員動員の適正化をはじめ、マニュアルの整備や連

絡体制の整備、そして避難所運営の見直しに関する意見が多く集まりました。 

 これらを踏まえた対応といたしまして、地域防災計画やマニュアルなどに反映したほか、停

電対策の強化ということで、電力・通信事業者との災害時応援協定の締結や、長期大規模停電

対策計画を新たに策定いたしました。 

 さらに、避難所への職員動員の適正化や避難所運営委員会等、地域の方々とのさらなる連携

強化にも取り組んでおります。 

 ７ページをお願いいたします。 

 風水害被害を踏まえた取組と防災対策の推進です。 

 令和元年に経験した災害を教訓として生かし、災害に強いモデル都市を実現していくため、

電力の強靱化など５つの柱に基づき、風水害に伴う被害の発生予防や発災時に備えた支援、復

旧体制の構築に向けた取組の方向性を打ち出した千葉市災害に強いまちづくり政策パッケージ

を令和２年１月に策定いたしました。 

 インフラの強靱化のほか、自助、共助も含めた防災・減災にとどまらず、被災者支援、迅速

な復旧復興など、災害に強いまちづくりとして考えられるあらゆる事業を取りまとめ、政策に

反映することを進めており、現在も進行管理を行っております。 

 ８ページをお開きください。 

 ここからは、今後の事業展開について、御説明させていただきます。 

 2040年を展望した重要な社会変化ということで、この項目は千葉市基本計画に記載の内容を

資料とさせていただいております。 

 大きく２点ございますが、初めに①の地球温暖化による影響につきましては、台風被害の激

甚化や海面の上昇など、気候変動リスクの増大の懸念がございます。 

 次に、②の首都直下地震ですが、近い将来発生の切迫性が指摘されており、本市を含む首都

圏ではマグニチュード７クラスの地震が発生する可能性が高いとされております。 

 首都中枢機能への影響や、建物被害やライフライン被害に伴う膨大な被災者の発生、深刻な

交通麻痺に伴う帰宅困難者の発生などが懸念されております。 

 地震や風水害の発生に備え、ソフト面、ハード面の両面から災害に強いまちづくりの推進が

不可欠でございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 千葉市基本計画・第一次実施計画でございます。 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－5－ 

 今後10年間のまちづくりを示す計画として策定しておりまして、この実施計画の中では、災

害など様々なリスクに対応し、安全・安心に暮らせるまちを実現するための方向性を打ち出し

ております。 

 各政策について説明させていただきますと、まず左側の囲みにある政策１では、災害に強い

まちの基盤を整備するということで、施策の１の風水害対策の推進、それから施策の２の地震

等に対応した生活インフラの適切な整備、管理ということで、ハード対策を中心とした事業の

取組を掲載しております。 

 また、右側の囲みの政策２では、多様な主体の連携による防災力を高めるということで、こ

ちらはソフト対策が中心となっており、施策の１の災害対応体制の強化で、市で強化する取組、

施策の２の市民の防災意識と地域防災力の向上ということで、こちらは市民の皆様に行ってい

ただきたい自助、共助の部分の取組として、総合的な防災力を高めていくこととしております。 

 主な取組につきましては、参考に添付しております千葉市基本計画・第一次実施計画の分野

２の安全・安心の項目を抜粋した資料がございますので、後ほど御確認いただければと思いま

す。 

 10ページをお願いいたします。 

 千葉市国土強靱化地域計画でございます。 

 この計画は、市の基本計画と整合を取るため、新たな基本計画の策定時期に合わせ、本年３

月に定したところでございます。 

 事前に備えるべき目標の明確化、最悪の事態を想定したリスクシナリオ、事業の重点化など

を行い、強靱化のための取組を推進していくための計画で、本市の他の計画等の指針となるも

のであり、部局を超えた取組が必要となってまいります。 

 今回の改定では、基本目標と、より具体化した事前に備えるべき目標を見直すとともに、大

規模自然災害を想定し、地理的、地形的な地域特性等を踏まえ、大規模な土砂災害等による多

数の死傷者の発生など、リスクシナリオを再設定したところでございます。 

 さらに、リスクシナリオを回避するために必要な施策を念頭に置き、最悪の事態に至らない

ようにするために、本市の状況に合わせた個別施策分野と横断的分野を設定し、担当部局など

も明確にいたしました。 

 11ページをお開きください。 

 ここからは、危機管理部の今後の取組について、御説明させていただきます。 

 初めに、防災計画の整備といたしまして、地震被害想定調査、これは防災アセスメントと呼

ばせていただいておりますが、これの見直しについてでございます。 

 本市では、地震被害想定調査を行いまして、人的・物的被害や経済的影響がどの程度生じる

かをあらかじめ予測した被害想定に基づき、地震対策を進めているところでございます。 

 平成28年度に実施した前回調査と現在では、都市環境をはじめ防災対策の取組にも変化が生

じているため、最新の知見やデータ等に基づき、被害予測項目の追加や見直しが必要となって

きており、来年度の見直し実施に向け、準備を進めておるところでございます。 

 12ページをお願いいたします。 

 次に、防災体制の整備でございます。 

 危機管理組織体制の充実に取り組むとともに、円滑な災害対応を可能にする機能を備えた危
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機管理センターを最大限に活用し、災害対策本部の機能を強化するほか、災害対応を支援する

ため、情報収集・保管、情報活用、情報発信の各機能を備えた総合防災情報システムを運用し

てまいります。 

 また、今後の大規模災害に備え、災害救助の迅速な実施を図るため、本年４月に災害救助法

に基づく救助実施市の指定を受けたところでございます。これにより、これまで千葉県が実施

していた災害救助法に基づく応急救助について、本市の権限において、より迅速かつ円滑な救

助が行えるようになりました。 

 今後は、庁内各所管のそれぞれの役割分担の下、全庁を挙げた取組体制を一層強化してまい

ります。 

 今月１日から３日にかけて、台風２号と前線による大雨の影響により、本市にも土砂災害警

戒情報が発表されたことから、災害対策本部を設置し、災害対応に当たったところでございま

す。この災害につきまして、対応状況を別紙にまとめましたので、後ほど御説明をさせていた

だきます。 

 13ページをお開きください。 

 次に、地域防災力の向上でございます。 

 避難所運営委員会及び自主防災組織の活動への助成を行っております。避難所運営委員会は

組織率98.5％となっており、今後も引き続き避難所開設運営マニュアル例や動画を公開し、各

委員の活動を支援してまいります。 

 自主防災組織の組織率は59.1％となっておりますが、これまでの調査手法は全世帯割合とし

ておりましたが、現在国から活動カバー率で計算するように通知されていることから、今後、

結成率の計算方法を見直す予定でございます。 

 自主防災組織の結成時助成のほか、資機材や活動への助成を行うとともに、防災リーダーの

育成などにも取り組んでまいります。 

 14ページをお開きください。 

 引き続き地域防災力の向上のうち、一人一人の防災対策でございます。 

 在宅避難をはじめとした分散避難を推進するため、町内自治会集会助等84か所を地域避難施

設に認定しているほか、民間施設と災害時応援協定を締結し、車中泊避難場所４か所を確保し

ているところでございます。 

 また、市民の皆様に対しては、家具転倒防止対策やローリングストックなどの在宅避難のた

めの対策やマイタイムラインの作成など、避難時期や手段の事前検討などについて、さらなる

周知啓発を行ってまいります。 

 15ページをお開きください。 

 次に、災害時要配慮者支援体制の強化でございます。 

 個別避難計画及び避難行動要支援者名簿に関する取組を進めております。 

 個別避難計画の作成については、現在97件の計画を作成しておりますが、今後も対象者に合

わせた作成手法や目標とするべき作成対象の範囲などの制度設計について、改めて検討を行い、

令和５年度中に新たに200件の計画を作成する予定でございます。 

 また、避難行動要支援者名簿の提供制度につきましては、地域への名簿提供率が36.7％とな

っております。引き続き名簿未提供団体への制度を周知するとともに、要配慮者支援における
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先進事例についても情報提供を行ってまいります。 

 このように、自助、共助、公助がそれぞれの役割を果たし、本市が一体となって、さらなる

対策の強化に努めてまいります。 

 続きまして、別添配付資料、令和５年台風第２号の対応についての１ページを御覧ください。 

 令和５年台風第２号による大雨の対応につきまして、本年３月の危機管理センター設置後初

めてとなる災害対策本部を設置しての災害対応となりましたので、当日の対応状況について御

説明させていただきます。 

 まず、気象状況ですが、停滞していた前線と台風２号の接近の影響で、６月２日から３日に

かけて大雨が予想されておりました。 

 ２日15時からは注意配備体制を取り、総務局、都市局、建設局及び各区の職員を中心に配備

し、土砂災害に備えるため、美浜区を除く５区の公民館等41か所を避難所として事前に開設い

たしました。本市には２日の夕方に大雨警報浸水害、大雨警報土砂災害が発表され、２日の夜

から翌３日の明け方にかけて雨脚が強まり、特に花見川区では197ミリの累計雨量を観測いた

しました。 

 この大雨により、土砂災害発生の危険度が高まったことから、３日10時10分に本市に土砂災

害警戒情報が発表されました。このため、同時刻に第一配備体制となる災害対策本部を設置い

たしまして、土砂災害警戒区域の１万1,649世帯、２万5,436人に対し、避難指示を発令したと

ころでございます。 

 なお、第一配備体制における職員の配備人員は1,277人になりました。 

 ２ページをお開きください。裏面でございます。 

 まず、左上の写真ですが、災害対策本部員会議の様子でございます。 

 今回の災害対応では、３日11時30分と14時の２回、災害対策本部員会議を開催いたしたとこ

ろでございます。 

 旧庁舎では、モニターやマイクの設置など、会議の運営に必要な準備を行った上で開催して

おりましたけれども、新庁舎では常設の災害対策本部会議室において、速やかに本部員会議を

開催し、区災害対策本部や消防部ともオンラインによる遠隔拠点間会議が円滑に行われたとこ

ろでございます。 

 さらに、千葉県からは情報連絡員、いわゆるリエゾンが配置され、関係機関調整室におきま

して、県市間の情報連携を行ったところでございます。 

 次に、右下の写真は災害対策本部事務局の対応の様子でございます。 

 危機管理部の職員をはじめ危機管理部経験者や報道広報部門の職員など、オペレーションル

ームに参集し、情報の収集や発信をはじめ関係機関の情報連絡などを行いました。 

 写真内、少々小さいですが、写真奥に写っております８面マルチモニターにより、被害状況

をはじめ気象情報等の情報共有や分析を行ったところでございます。 

 今回の災害対応では、危機管理部職員は６月２日金曜日、朝からの通常業務に引き続きまし

て、15時の注意配備体制を経て、３日土曜日、15時50分の体制解除までと、長時間の勤務にな

りました。このため、センター内の仮眠室を使用いたしまして、勤務ローテーションによる対

応を行ったところでございます。 

 台風２号では、幸い人的被害など大きな被害はなかったものの、これから本格的な出水期を
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迎えることから、今回の災害対応を振り返り、より円滑な本部運営につなげてまいりたいと考

えております。 

 以上簡単ではございますが、本市の現状と諸問題の概要について、御説明を申し上げました。

よろしくお願いいたします。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございました。 

 なお、先ほども申し上げましたとおり、後日、改めて詳細な調査を行いたいと存じますので、

当局におかれましては、引き続き当委員会における調査への対応等につきまして、御協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、説明員の方は御退室願います。御苦労さまでした。 

[総務局退室] 

 

今期の委員会の進め方及び調査項目に関する協議 

○委員長（段木和彦君） 次に、今期の委員会の進め方及びただいまの当局からの説明を踏ま

えた当委員会として重点的に取り組むべき調査項目について、御協議いただきたいと存じます。 

 恐れ入りますが、まず進め方の裏面の防災・減災対策調査特別委員会スケジュール案を御覧

ください。 

 先日の正副互選後及び本日の概要説明以降のスケジュールについてですが、防災・減災対策

の諸問題に対する調査として複数回、委員会の開催を設定するほか、県外や市内及び近隣市等

への視察など、事例研究の実施についても記載をさせていただいております。 

 このほか、特に調査等の必要がある場合には、随時調査等を実施いたしたいと考えておりま

す。 

 なお、限られた期間で調査を行う必要があることから、先ほど当局より概要説明を聴取した

内容等を踏まえ、当委員会として重点的に取り組むべき項目について、要点を絞って調査を行

いたいと存じます。 

 つきましては、委員の皆様より、スケジュール案及び当委員会として重点的に取り組むべき

調査項目につきまして、御意見等がございましたらお願いいたします。 

 いかがでしょうか。野本委員。 

○委員（野本信正君） 御苦労さまでございます。 

 この委員会の使命でいいますと、やはり市民の安全を守るということが大事なことだと思う

んですけれども、千葉市で起こった災害について、その状況とそれに対する様々な対策につい

ては、我々委員もしっかり学ぶ必要があるのかなと思います。 

 ただいま説明があった中で、私も非常に記憶に新しいのは、東日本大震災のときに、まさに

千葉市内でも液状化であるとか、電柱の倒壊とか、美浜区などでは相当大きな被害が出ました。

ああいう教訓については、もう一度我々もしっかり学んでおく必要があるのかなというふうに

思います。 

 もう一つは、平成元年の台風直撃のときですね。これは崖崩れで亡くなった方もいるんでし

ょうか、ありましたし、特に停電が３週間も続いて、停電というのがこれほど市民生活に大き

な影響を与えるのかなと思って、私も改めて実感しました。 

 冷蔵庫であるとか様々なものが使えなくなる、そして生活が困難になる。３日間停電すると
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悲鳴を上げちゃうわけですね。それが３週間続いたわけで、それで避難所やなんかに来られて、

いろいろとみんな努力したわけですけれども、特に若葉区では、停電の原因として倒木被害、

これが泉自然公園だけでも3,000本の杉が倒れたと。若葉区内でも相当、１万本とか２万本と

かの倒木があって、それがやはり停電の原因だったということで、こういう倒木を事前に危険

な場所は切っておくというか、それは東電と協力しなければいけないんですけれども、それを

しっかりやらせていくみたいなのも大事じゃないだろうかなというふうに思っております。 

 避難所は、そのとき私も視察したんですけれども、やはり学校の体育館に集中的に避難する

というのは、コロナの問題なんかでできなくなっていると思うんですが、公民館やコミュニテ

ィセンターが個室がいっぱいあって、随分いい役割を果たしたなと。千城台公民館なんかは、

１室は犬などを連れた方も避難が可能になったと。すごく親切な避難をしておりました。です

から、こういう千葉市で起こったこの実態というようなものをよく承知しておく必要があると。 

 特に付け加えたいのは、私も初めてなんですけれども、台風が直撃する原因というのはやっ

ぱり、これは地球温暖化との関係あるわけですね。そのことも我々は注視しなければいけない

なと。あのときの最大瞬間風速が57.5メートルというんですよ。これは人間がすっ飛ぶぐらい

のすごいもんだなと。だから、こういう教訓について、しっかり学んだ上で対策を立てていく

とことが大事かなというふうに思います。 

 長くなるといけないんで、もう一つだけ。 

 私もいろんな委員会に所属しましたけれども、超高齢社会特別委員会のときに、やはり高齢

者の外出支援ということで、当時、麻生委員長を中心にあちこち視察して、外出困難地域にデ

マンドタクシーを走らせようって提言を出したんですね。それがいろんな形の中で実って、今、

緑区で社会実験が始まっていると。 

 だから、段木委員長に我々も一緒に頑張って、立派な提言を出して、それが市民の災害対策

に役に立つような、そういう委員会にできたらいいんじゃないかなというふうに思う次第でご

ざいます。 

○委員長（段木和彦君） 桜井委員。 

○委員（桜井秀夫君） 大体３点、候補というか、一つはこれからの災害対策を考えるという

ことで、なかんずく千葉市固有の取組について、しっかり我々議会としてチェックしていくと

いうか、そういった姿勢で、一つはやっぱり今回、早速６月に使っていただいた危機管理セン

ターの運用のことについて、重点的にやってもいいのかなというのが一つです。 

 もう一つは、国の定義をいろいろ千葉市のほうでも在り方を見直すという話がございました

ので、自主防災組織、市民に身近なところですけれども、そこの数の取り方も含めて見直すよ

うなことを先ほど説明でございましたので、その現状と在り方、もしかしたら今年は早いかも

しれませんけれども、一応それを候補として御提案させていただこうと思います。 

 そして、最後に、令和元年台風のときに、千葉市としてやっぱり独自に政策パッケージ、千

葉市災害に強いまちづくり、一つ大がかりな政策パッケージをつくったというのは、千葉市の

大きな取組だったんですが、やっぱりそれから５年ぐらいたつということもありまして、そこ

をせっかくの特別委員会でございますので、それを全面的に点検というか、見直しというか、

実際にそれがしっかり回っているのかどうかというか、時代に合っているかどうかということ

を検討してもいいのかなというふうに思いました。 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－10－ 

 一応、これはあくまでも候補でございますので、あとは正副委員長のほうに一任させていた

だきたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございます。 

 ほかに。須藤委員。 

○委員（須藤博文君） ありがとうございます。 

 私からも３点ございまして、まず１点目は、防災といえばトイレだと思います。今よく普及

してきましたマンホールトイレとかもありますけれども、野本先生いらっしゃいますけれども、

若葉区なんかは、もしものトイレというのが、アルソナ技研が作っていて、ぼっとん便所と普

通の水洗便所を切替えができるような、そういうトイレも作っていたりするので、そういうト

イレのことについて研究していただくのもいいのかなと思います。 

あと２点目に関しては、よくいろんなところに消火器はあるんですけれども、水害のときに

今度水を吸うポンプという備付けというのはあまりないと思います。 

 先日、私も土曜日に東京のほうでやっていた防災展に参加してきて、今かなりすごい性能の

いいポンプとかも出てきて、小型のものも出てきていて、家庭でも使えるような小さいものも

出ていたので、そういったものも必要かなと思いました。 

 ３点目は、災害時の電源ですけれども、これに関しては、千葉市はＥＶサポーター制度とい

うのを多分2022年でしたかね、取り入れて、かなり話題にはなっていたんですけれども、その

後、千葉日報さんかなんかで、たった４台しか普及が進んでいないんじゃないかという御批判

もありましたので、このＥＶサポーター制度の普及に努めるというのも一つなのかなと思いま

す。 

 詳しい点に関しては、正副委員長に御一任します。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございます。 

 ほかに御意見はございますでしょうか。三瓶委員。 

○委員（三瓶輝枝君） ありがとうございます。 

 今、当局から御説明いただいた内容の中で、もう少し深掘りができるように、ほかの委員さ

んのほうからも御意見等々ございました。プラスアルファのものもございますので、総体的に

意見や質問等々が次の調査の中でできるようにしていただきたいのと、それともう一つ防災・

減災対策の諸問題に対する調査ということで、この文の中で①となっていて、これは９月の定

例会の中でやるんでしょうかね。 

○委員長（段木和彦君） 違います。 

○委員（三瓶輝枝君） 違いますか。これちょっと後ほどまた。すみません。 

 以上です。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございます。佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 私も何点かです。 

 一つは、千葉市の直下地震の想定ということで、先ほど説明あったんですが、もっと詳細な

説明を受けて想定し得る被害、または千葉市としての対応についてを調査したいということと、

あと私自身、自主防災組織をやっておりまして、ここで言われているとおり、そのカバー率と

いう点ではなかなか見えない部分がありまして、中心になっているメンバーはやはり高齢化し
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ている部分であるんですけれども、地域の防災力をどのように強化していくかというのは、す

ごくいつも課題に思っているので、これをぜひとも市内も含めて先進例などを調査していきた

いということ、その部分が一番、公助の部分もしっかりとやっていくことは必要なんですけれ

ども、市民の側の防災意識の向上をいつも常に考えているんですけれども、なかなか災害が起

きるとやらなければいけないという意識にはなるんですけれども、また時がたつと、やっぱり

その意識がどんどん低下していくというのが本当に課題になっておりますので、そこをどう向

上させていくかという取組をぜひ調査したいと思っております。 

 あとは、委員長、副委員長のほうにお任せいたします。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございます。 

 ほかに御意見はございますでしょうか。宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 私は倒木ね。やはりいつも台風銀座と言われるところは、こうい

う倒木はないんだよね。千葉市は初めて台風が来たので、やっぱり倒木で電線がみんないっち

ゃったから、やはりそういう台風銀座のところへ行って、倒木をどうやっているのか。15メー

ター以上は全部こうやってカットしちゃうのかね。いい経験と私は思うんですよ。倒木、まさ

か千葉市があんなに電気が１週間も10日も来ないというのは、まずないんだよ。みんな倒木だ

って分からなかったんですよね。私はそういう倒木をやっぱり見て、千葉市も、15メートル以

上の木は家庭の敷地でも切らしてもらうとか、多分それをやっていると思うんですよね、台風

銀座のところは。台風銀座のところはないんだから、倒木なんてそんなに。そういうような私

は調査をしてもらいたいと。また委員長にお任せします。 

○委員長（段木和彦君） 恐れ入ります。どうもありがとうございます。 

 ほかに御意見はございますでしょうか。茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 私は防災教育ですね。各地で今実施されていると思いますが、そうい

ったところを調査してもいいのかなと思います。 

 日頃の意識啓発のために、また防災教育って非常に大事だと思うんですけれども、多分、千

葉市で今までこれまでやってきたのかなって、息子たちからそういう話を聞いたことがないの

で、一つここで、これを機に調べてもいいかなと思います。 

 以上です。あとはお任せいたします。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございます。 

 ほかに。岩井委員。 

○委員（岩井雅夫君） 自然災害というのは、いつどこで起きるか予想がつかないわけで、ふ

だんの準備というか、心構えがやっぱり大事だなというところと、あと地域でやっぱり連携が

取れるかどうかというのがありまして、例えば、自主防災組織もそうなんですけれども、地域

によって一生懸命やっているところと、あるんだかないんだか分からないような地域もあった

りということで、ふだんからそういった意識を持たせる組織づくりをしていかなければいけな

いのかな。 

 あとは、最近、高齢者が多く、独り住まいとか、そういったところがありますので、例えば、

民生委員が、そういったものを結構把握しておりますので、その方たちとやっぱり連携を取り

ながら、どこの家庭がいち早く、例えば、避難させなければいけないとか、そういった地域ぐ

るみの取組をしていかなければいけないと思っています。そういったところの意識づくり、そ
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こがやっぱり大事かなと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございました。 

 ほかに。大平委員。 

○委員（大平真弘君） 最後なので、思っていることを各委員におっしゃっていただいたので、

１点だけ。 

 ペットが同行できる避難所についてなんですけれども、これ私自身もわんちゃんを飼ってお

りまして、私の地区においてはかなり夕方、朝等においては、わんちゃんとお散布しているよ

うな方も多くて、ペットと同行できる避難所が政令指定都市の中で、かなり千葉市においては

少ない状況になっております。 

 そして、東日本大震災の際にも、避難所に避難して、ペットは自宅に置いておいてという形

で、帰ったら死んでしまっているというような悲しい現状もたくさんございました。 

 せっかく政令指定都市で、先進的なそういった避難所政策を行う上で、このペット、動物に

対しても優しいまちづくりの一つとして、こういったものも考えていかなければいけないので

はないかなと思います。 

 そして、正副委員長に、あとはお任せいたします。 

○委員長（段木和彦君） ありがとうございます。 

 それでは、これで全委員から御意見をいただいたと思います。本当に皆様、いろいろな観点

からの御意見ありがとうございました。 

 重点的に取り組むべき調査項目につきましては、皆様からいただきました御意見を踏まえ、

今後、正副委員長で調整の上、決定してまいりたいと存じますので、恐れ入りますが、委員の

皆様からいただきましたように、正副委員長に御一任願いたいと存じます。 

 委員会開催につきましては、適宜、必要に応じて、調査案件を追加していくなど、精力的に

開催してまいりたいと存じますので、何とぞ御理解、御協力くださいますようお願い申し上げ

ます。 

 以上で、今期の委員会の進め方及び調査項目に関する協議を終了いたします。 

 

委員会視察について 

○委員長（段木和彦君） 次に、委員会視察について御協議を願います。 

[協議・決定] 

（視察日程は10月19日（木）から10月20日（金）までと決定） 

（視察市及び調査事項は正副委員長に一任） 

○委員長（段木和彦君） 以上で委員会視察についての協議を終了いたします。 

 

次回開催日について 

○委員長（段木和彦君） 最後に、次回開催日について御協議いただきたいと存じます。 

 次回の内容といたしまして、先ほど皆様に御協議いただきました重点的に取り組むべき項目

に関して調査を行いたいと考えております。 

 また、可能であれば、次の定例会までに開催できればと考えており、７月末頃から８月にか

けて、各会派の行事や公務等を考慮させていただきましたところ、正副委員長案といたしまし
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て、まず８月23日水曜日、10時からとしたいと存じますが、いかがでしょうか。 

[「大丈夫です」と呼ぶ者あり] 

○委員長（段木和彦君） それでは、次回開催日は８月23日水曜日の10時からとしたいと存じ

ます。 

 なお、後日、改めて書面にて、委員の皆様へ御通知申し上げますので、御確認のほどよろし

くお願いいたします。 

 以上をもちまして、防災・減災対策調査特別委員会を終了いたします。 

 本日はお疲れさまでございました。 

 

午前10時49分散会 


